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瓢轟の腹筋敦並区雌雄の匡別

栗崎異務

ON THE NUMBER OF THE ABDOMINAL SEGMENTS AND THE EXTERNAL 

・DIFFERENCES BETWEEN FEMALE AND MALE. OF COCαNELLIDS. 

BY 

MASUMI KURISAKI. 

(With Plate IV) 

一、腹節数

日本産瓢議二十五属に就きて其腹節裁を見るに雌雄共に

殆さ皆八桐の背板 E六個の腹板を有す。稀れに砂nonye.んd属に
於けるカr如（雌雄其妻tを異にし雄は腹板六個を有するも雌は
一個を減じて五個さな r!> （第四園版XIV→XVII）又尺~c

l三於て見るが如〈雄の第六腹板は殆芭退化して五梱の観を曇

するものあるも（第四園版VII一X）此等は翠に雨性問の差異に

、 過lぎ今しτ基本節教に於ては等しく六個芝見倣すべきものな
D1D1D2D4D5DsD1Ds 

るを以て本邦産瓢患の腹板は全部六個にして ----;J 

なる腹節式を有するものご云ふを得べ L0 

鶴て欧米産に闘する諸事者の説を見るに西暦 1810年Lat-
reille氏が本科を創設せし以来今日迄可成り著しき意見の相違

奇り。即も Jacquedural氏（I8 I 8）は腹板五個.~なし Fowler 氏（1889）は
五乃至六個なるも稀れに七個させり。然るに Ganglbauer・ (I 889) 

Calwer (19r6）及 DellaBeffa (1914）の諸氏は之を五乃至六個ごなし

五挨探鰐手なる腹節式を充営せるを見るo きれば現今

世界に於ける～定設は五乃至六個吉見~－＇を特ぺ C従 τ 本邦種を
fTran~. of Sapporo Natural History Soc. Vol. IX/Part＇、 1:·i9~4・.J:.' ＇、，
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基礎さして調査せる予の結果さは可成りの相違あり。

蓋し従来分類皐者によりて取扱はれたる叉取扱はれつ、

ある昆品類出場特別芯看品種麗巷除きて‘婚は殆 S乾燥標品なり O

然るに一般見品類の韓躯は生活時さ死後さは著しき差異ゐり

て彼の比較的鑓化に乏しき甲掻類にありても瓢患の腹部の如

きは可成り著しき麓形を呈するを常ごす。例へば Ptychanat:'s 

麗の蓮化しつ Vある微小なる第犬腹旗は生存せる障は歩瞬t勝躍
るもニ鰭死後は腹部のリ牧縮に伴ひて第五’簡下に隠れ生活標品のに

観する知識を有するものにあらさ’れは其正確なる節教を査定

するこさ閏難なり。以上は僅に一仰jに過ぎさ－るも皐者の所謂

五乃至六個説なるものは或は l陪弓毛自然なる研究材料の敏陥よ

ち斯（諜認せられ t~ るもの‘ lごゐら，さ？るや特叉ミk仰りIC，んd 麗に於

付るが如（雨性問に節敷但の差異‘Rゐるを識らプF、其一方のみを見
て即断せるものにあらさ恭るなきや多少の疑問を抱かぎるを得

す芯O 殊に本邦産属の殆ご杢部

芝き t去噂重菅々星若をF滞ぷ必事o

z、‘峰雄の， E 蹄
難議実質の性に日婚しでは骨格は昨：～よ lf＇概；じて小形なるりさ卦ふ同

体現今にでは外部形態：じよ・ 4再雇憾の直別は鱈卦lこ不可：鱈な惨
させら。然＼机ざ在地雄副磐梯に存すキる大‘ぎの差主零時獅 If＇車轟轟国

降ら今一般属選奇襲時停諦主主量動i梯界にー共避の事f榔な‘がo 縛本 I'G花

予 lが帯邦産、北嵐：十一種lミ弛きも行θTみる掛鬼の繕呆にふる d と

きは今日~不明なりさせる雨世：聞には極めて明瞭なる或は稽
判然せる外部形態上の特徴を其｛百ず己荷して其陸別法表現ず

る位龍は殆さ峰雄何れかの股板lごぽζるれ、が‘姉、じ。

但じ本邦産反欧洲産中にはま在紋→色彩によりトて爾艇を、議珂

L得らる、もの J'5J.;' f)死一穫の＼帯ぽに捕しては誌に論壱．子。国r
ち失の如しO

ま E凶aぬ織薦、；

7ふ E.:i8粥結論初、鳩t減 1..::f'・:)-. 22.' タ千ホタ℃霧降属品購1-"I~）：•

雌雄共に六個の臨極右存宇o~
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雄の第六腹板は鈍三角形音量三し韓併榛誠治完金主主動裂す。

灘署謡歌痕坂t立寵基本.））。

2. E. nzponica Lew. オホニユジユクヤホシ

菰種じ罰iじ。

II. Coccinella属

c. 7てpunctataL.ナ、ホシアントク（第四圃版XIII)

雄九雄共ぷ六個の；戴板を有す。

雌の第六腹板は完全なり O

離の舘索鍍板；tこ拡京な 1->~.問指k議題立す。

崎［. ：；助•~ati.? 轟

.Pa砂Fプ必tsPall.アシトクムジ（第四国版Vll-X)

雌雄共に六個の腹板を有す。

雌の第六腹板は轍小にして中央突出する第五腹板下に

旬、隠れ判然せ令。故仁乾燥標品tこありてはや告も王姻の観を曇

す。

雄の第六：憲主反 2は t昆智板よ b精義：〈旦つ畿端少し〈突出

すきるを~ ＂.（ 之を背商法必見る主主4主義金畿議長老認むるこ定

着E縛。

IV. Anisosticta属

A. kobensi"s Lew.ジユククホシアントヲ（第四国版XXII)

雌雄共に六掘の轍板を有す。

雌の第六腹板は完全なる。

維の事喜多た腹報成之.f.t'桶会する極1 狭き探き縮氏、郵を有
する官邸宅ァ見均駒劫llll轟 i三類似ヲt.~る込級者iこ齢 aりるが如

〈阜仁分裂し？とるもの lこあら子。

おT. i:iljj.pp州事罪抑轟

H I J-punctata L.ジユクサシホシタ ν牛歩

（第四圃版XXI-XXI:l)
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雌雄共に六個の腹板を有す。

雌の第一腹板は最大にして第二板之に亜ぎ以下殆ざ同長

なり。

雄に於ては第四第五の雨板は殆ざ同長なるも第六板はIV

+vにして後縁の中央少し（凹陥す

VI. Synonycli五属

S. grandis Thunb.オホアシトク（第四鹿版XIV-XVII)

雌雄腹板の教を異にす。

雌のー板は退化して五節芭なり末節の後縁の中央は突出

して雄より慶大なる尾背板外に現はる。

雄の腹板は六個なるも尾節は短小なり。且尾背板は雌よ

ら小形なり。

VIL Chilocorus属

C sim'li's Ross. ヒメアカポジアシトク（第四閏版XVIII-XX) 

推雌共に六個の腹板を有す。

雄の第五腹板の後縁は殆ご弧肢を呈し雄より大なり。

雄の第六腹板は尾背板外に突出するを以て之を背面より

見るごきは徴小なる尾背板の如き観を呈す。第五腹板の後縁

は殆三一直線をなし雌より稿小なり。

VIII. Amida属

A. tri'color Har.アミグア Y トヲ〈第四国版XXIH)

雌雄共に六個の腹板を有すO

雌の第六腹板は雄より進に大にして後縁は弧肢に轡入す。

雄の第六腹板は完全なるも雌より著し〈小形なり。

IX. Novius属

1. N ( 防da!ia)・cardinalis Muls.イダソヤアントク（第四国版 XII)

雌雄共に六個の腹板を有す。

雌の第六腹板は完杢なれ
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雄の第六腹板は後縁虞〈深（智入すO

2. N limbatus Motsch.イユへ申アシトク（第四国版XI)

雌雄共に六個の腹板を有す。

雌の腹板は完杢なり。

雄の第六腹板の後縁はろをしぐ陥入す。

以上は僅に九属十一種の研究の結果に過ぎぎるも皐者に9

よりて今日迄杢（不可能なりさせられたる瓢掻の雌雄の直別

は外部形態によりて可能なるこ吉を立鐙せるものさ云ふを得L

べし。蓋し斯る顕著なる特性が今日迄費見し得られぎりしは勾

専ら研究材料の不自然に基因するものさ信歩。即ち腹節の項

Iこ於て連ぺたるが如（此種の研究（：供用する材料は生活標品

乃至「アノV コホ JVJ標品ならぎるべからすもO 然らさeれば生活時
若し〈は「ア JVコホノvJ漬の標品に於て判然せる以上の特徴も
乾燥標品仁於ては概して不明瞭ごなるを兎れ十。彼の母z"lachna

に於ける分裂せる雌の尾板も姥死後は互に密着して検鏡する

も判然せざるに至る。きれば乾燥標品を唯一の研究材料させ

る分類皐者が之等の特徴を義見し能はぎりしは寧ろ営然の事

ご信守、。

三、概括

I.現今皐界に承認せられたる瓢識の腹節式は

D1D2D3D4D, D6D Da D1D.2DaD~D,,DaD1Ds -
なるも予の研究によればVi巧11,;~ V;( v-;;) Vi T包 v； ~T官民

にして稀れに腹板五個を有するもの（砂仰勿1chagrandz"s Thunb♀）あ

るも此は草に雨性聞の或一方に現はれたる雌雄の匝別に過ぎ

すもο

2.外部形態によりて瓢掻の雌雄を直別するこさは杢然不

可能なりさせるれ？とるも日本産九属十一種に就きて調査；せる

結果雨性中或一方の腹部に頴著なる特徴を具備する場合多き

を以て容易仁雨性を直別し得。

備考一一本研究には出来得る限り生活「ア Y 吉永 JV」乾燥三

種の材料を併用したるも Am"sostz"cta,Hippodamz"a の二属は九州地

方に接見し得ぎるを以て止むな〈他の二種の標品を供用せり。

又雌雄は交尾或は解剖によりて諌め決定したり。尚闘版解説

中 ［D］は腹部背板［Vlは腹部腹板の略字な b0 
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瞬釘噂．
It has hitherto been generally＿勝C暢吻~聯ι：in －僻：手持嚇強制s the 

number of the ventral abdominal segme他 is..嶋s~JlyJi指令晴Wetly：停， and

that the sexes are indi託:if率制勝lee平均Z哨ly，鰐噌t・如、却問紳僻 where
t}:te~必e js伊胡lerin size i~~ 地6拘暢酔．

.!1'41-e・機io/.sc:~l. ~differ~φ 郡明宿命 t排仰ゆ町of 嚇鰐蜘...w-as － ~own

~－命柳芳和：（S.-gra併云璃叫b. .）・＇＼＼事e白骨e.y.桝甲1 ゆ~抑ai噌嚇¢s ~ tlle 

4展開Je~re 侮1e・.iii ,nu1Dber. 
：量制~ .the diffe-ren_ce >in .n~mb,er ・.of ~tjle Y,e時~I ®~時al 鴨勝喰s・;;jn 

＆榔~C'{za as s陣t~d ゆove, .there are .fut刺船鮮側ee抑制。昭和 str鴫tl}~e

ef ！ ·~e aJN明 i回l.segments, ,by which功e:two _,se戸 S、¢叩 &e4i~nguish¢d 

停tern~lly, f9r example, the si吋h w明t~l ；＿；；舵~.is (;01砲p~te jn the I珊le

＃蜘抑（。符ptingJji .• aぬmirafrilis 明9~匹~）. J:>4t. 梢i~ly 断d_ in the fe~e 

of ·ttie ＿押伊却空ci~，－whjle；串1注~~ly Orj保管Iy.gQt功。d叩 ~lie;P－械情ior m_argin 

in-t排~~’N抑制・

'.AsA-4e 1r.ei?tdt of his C4're削 1号－t1-:1~ies ゆe>!!-u~or明問。t 勢勝e州出始e p陀－

vious workers on the external morphology of Coccinellids. 

Those such conspicuousむharacterswere overlooked by them seem to be 

due to the used ~~rials uμ借t&l⑫r~b； ~r碍tiQn,, b~ing in dri~d <;<md¥tion for 

ex制続断然lP~·

In-,f111y噌側関ns,the abdominal segments contract together.専0舟－to，紳ke

d制時制服倒d油el踊tseg.tμ(nt _.v~ 対i鴎Cl!}t.

舟主砲事r開脱税・orkis ba制。nえhe:l~ving 緋蜘-ums as far僻 i pos~ble, but 

in a few cases where such specimens were not at hand alcoholic and c:(r{ied 

旬昭如制swece＿εmproyed. 

・In・世緊急が唱＊＂＇ {1fcS－説蹴＇！.

曜論崎県1u1fi叫伊対τ－ i帯同駒・

時1 晶君！！＂•＇－＇唱由民，

， 
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E玄planationof Pia飴 IV.

D=  Dorsal aldominal segm回 .t.

V= Ver.tral abdominal segment. 

I. ＝タユウヤホシ Epilachna 28-maculata Mo包ch.
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，， ，， ，， ，， 

v. アミダテントウ Amida tricolor Har. 
YI. ，， ，， ，，．， 
VII. テントウムシ Ptychanatis axyridis Pall. 

VIII. 

IX. 

x. 

，， ，， ，，，， 

，， ，， ，，，， 

，， ，，，， 
XI. ペユh りテγトウ λTovius limbatus Motsch. 

XII. ペダリヤテ Y トウ lV.・（丹d'1lia)cardil日必Muls.

XIII. ナ、ホシテントウ Cocci配仇 7ヅ削ctataL. 

XIV. オホテyトウ Sy no砂1chagrandis Thuub. 

xv. ，， ，， ，， ，， 

XVI. 

XVII. 

XVIII. 

XIX. 

xx. 

，， ，， ，， ，， 

，， ，， ，， 
” 

ヒメアカポシテントウ Chilocorus similis Ross. 

，， ，，，， 
，， ，，，， 

XXL ジコ・ウサ γホVテントウ H放podamiaz3-punctata L. 

XXII. ，， ，， 

xxm. ジユウクホミ／テントウ Anisosticta kobensis Lew. 
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’l'rans. Sapporo N. JI. S., ¥'ol. IX. Pl. IV. 
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